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1．はじめに

このファイルはPSEワークショップ講演会論文集の完全版下和文原稿を作成するために必要なレイアウトやフォント等の基本的な情報を記述しています．
本論文集は著者が作成した版下原稿をそのまま縮小せずにオフセット印刷をしますので，ここに記載されている事項に従い，印字品質の高いタイプあるいはレーザプリンタ等を用いて版下原稿を作成して下さい．原稿はA4 サイズ２段組，６ページ以内の偶数ページでまとめて下さい．用紙は，市販のA4 用紙をお使い下さい．
事務局で特別な用紙は用意しません．上下辺，左右辺ともマージンは2cm とします．本文は（25 文字＋2 文字＋25 文字）の横２段組とし，50 行（行間約14.4pt）で作成して下さい．各段の両端はそろえて下さい．また，言語は日本語、英語どちらでも構いません．句読点は、「.」と「,」に統一して下さい．文字サイズは明朝9pt を用いて下さい． 最後のページは左右をできるだけそろえるようにして下さい．
提出原稿の裏側右上方に鉛筆で，ページ番号（1/6 など）を記入しておいて下さい．
２．タイトルページのレイアウトとフォント
２．１　ヘッダーおよびタイトル

ヘッダーは例のように，１段組として下さい．１ページ目の１行目のみに，例のように右に詰めて，「The 11th PSE Workshop’11」をTimes New Roman, 9pt を用いて記入して下さい．
１行あけて，タイトルを記述します．タイトルはゴシック体18pt を用い，センタリングします．さらに１行あけて，英文タイトルをTimes New Roman，10pt，大文字，センタリングで書いて下さい．
１行あけて，例のように著者名を明朝10pt，センタリングで書いて下さい．著者が複数の場合には，例のように肩カッコ付き数字を付けて下さい．次の行に，Times　New Roman，10pt を用いて英文の著者名を書いて下さい．
１行あけて，著者の所属を明朝9pt，センタリングにより記入して下さい．著者が複数の場合には，例のように著者名に付けた肩カッコ付き数字と対応させて記入して下さい．
１行あけて英文概要を，Times New Roman，9pt を用いて書いて下さい．このとき，左右を明朝9pt で５文字程度あけるようにして下さい．次の行に３～４程度の英文キーワードを例のように，Times New Roman，9pt，italicにより記入して下さい．’Key Words’ という文字はボールドイタリック体にします．
２．２　本文部分
キーワードの後，２行あけて本文に移ります．本文は，一般ページと同じです．横２段組，50 行（行間約14.4pt），明朝9pt で作成して下さい．
３．見出し（見出しが複数行に渡る場合には，このようにインデントを付ける）

３．１　章の見出し

見出しのレベルは３段階とし，第１レベル（章）は，上に１行あけて，ゴシック体，10pt により「２．数値計算例」のように記入して下さい．
３．２　節の見出し

第２レベル（節）の見出しは前後に空白行を設けず，ゴシック体，9pt により「３．２ 節の見出し」のように記入して下さい．
a)　項の見出し
第３レベル（項）の見出しも前後に空白行を設けず，ゴシック体，9pt により「a)項の見出し」のように記入して下さい．
４．数式および数字記号
数式はセンタリングし，式番号はカッコ付きの通し番号で右詰として下さい．
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また，数式の前後には１行空白行を設けて下さい．
５．図表
図表は，本文で引用した箇所に近い場所に置くことを原則とします．できるだけ，原稿末尾にまとめて置くことは避けて下さい．
[image: image2.emf]
図３　図のキャプションは図の下に置く

図表の前後には，空白行を１行設けて下さい．表のキャプションは表の上に，図のキャプションは図の下に，置いて下さい．図番号，表番号は通し番号とし，ゴシック体，9pt で書いて下さい．英文キャプションの場合には，Fig.3やTable 3 などのようにTimes New Roman，9pt を用いて下さい．
Table 3 Sample Table

	No.
	case
	case (Pa)

	1
	abcd
	123.0

	2
	efg
	56.7

	3
	hijk
	-


６．最終ページのレイアウト
最終ページは左右の段落ができるだけそろうように調整して下さい．
参考文献は出現順に番号を付け，該当個所に3)のように上付き文字で指示してください．参考文献の引用リストは例を参考にして，文末に１行あけ，ゴシック体， 9pt，センタリングで「参考文献」と記入した後，番号順に記入して下さい．
謝辞：謝辞は結論の後に書いて下さい．

付録　付録の位置
付録は参考文献の前に書いて下さい．
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